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 経済学者の宮本憲一氏は〈第二次トランプ政権のアメリカ第一主義はこの戦後体制を危

機に陥れようとしている。とりわけ地球温暖化防止のパリ協定からの再度の離脱、化石燃

料開発の促進、WHO への資金拠出の停止や自国の国際開発庁（USID）の解体、そして DEI

（多様性・公平性・包括性）や ESG（環境・社会・ガバナンス）などの原理の不承認、大学

研究機関への補助金の打ち切り、外国人移民の追い出しは、戦後の終わりを象徴し、地球

の持続的発展を危機に陥れる〉と書いている。宮本氏は、核戦争を防止し、環境を保全す

る国際協調に取り組む、資本主義の無制限な経済成長を止め、地球環境の維持を優先する

政治体制を構築することが急務であると主張している。TV 番組「サンデーモーニング」の

論客の寺島実郎氏は〈「アメリカ様」はもういない。米国の復元力を期待しても、世界秩序

の中核たる指導国には戻れない。日本人は「アメリカ様」に依存する思考停止から脱却し、

敗戦という日本近代史の挫折を教訓とし、戦後 80 年の体験を冷静に総括して世界のパラ

ダイム転換に正対しなければならない〉と書き、政治家たちの「経綸の欠如」がもたらし

た沈滞で、易きに流れた経済界、それを黙認したのは国民自身の責任であり、戦後 100 年

に向け、日本人の叡知が試される正念場であると訴えている。白井聡氏は『国体論 菊と星

条旗』を著した。戦前、戦中は「国体（天皇と天皇制）・菊」の護持に狂奔した。天皇は「象

徴」として延命した。ところが戦後は、天皇制の上に「アメリカ・星条旗」が鎮座した。

米国一辺倒、盲目的な追従に走った。他国から見れば、日本は主権を持たず、米国頼りで

憐れに見えたのではないか。トランプ政権によって、米国はボロボロになった。米国依存

から脱し、アジア諸国との連携、融和を図る時であることに間違いない。 

 医者の鎌田實氏は〈戦争をしない、平和であったから日本の介護制度ができましたが、

ここ 20 年くらいの間に徐々に日本の経済力が低下して発言力が弱くなり、アメリカから

脅されて慌てて軍備の拡張をせざるを得なくなっていくと、介護にはお金がまわっていか

なくなります。…軍備にお金をかけなくて済むように、アジアで平和を維持していく外交

の力が問われています。戦後 80 年。今こそ安心できる平和と介護がより大きく育つことを

切に願っています〉と書いている。日本は軍事費を国民総生産（GNP）の 2％まで上げると

いう。ロシアは国防費が 30％を超えていると聞く。貧しい人、弱い人は捨て置かれていく。

戦争は人を殺し、自らも貧困に陥る愚挙以外の何ものでもない。 

 音楽プロデューサーの松尾潔氏は、〈文化は｢他者と共に生きることこそ人としてのあり

方｣という感覚を取り戻させる。そして、文化は過去を記憶する力であると同時に、未来を

想像する力である。戦争体験を直接知らない世代が増える今、音楽や文学、美術は「体験

を想像力で補う鍵」となるはずだ。…文化の健やかな流れを保つことは、平和を守る最前

線でもあるはずだ。文化は贅沢品ではない。むしろ、社会を生かし続ける血の巡りそのも

のである〉と、文化が平和を造る力であると力説している。本書に寄稿している人は、企

業人は少なく、文化人が多いようだ。戦意を煽る文化的営みもあるが、文化が人の心に与

える喜びは、穏やかに平和を指向するだろう。私は文化の力を信じる。19 歳の安野美乃里

さんは海外派遣高校生平和大使として、第二回核兵器禁止条約締結国会議に参加した。〈ニ

ューヨークの国連本部で開催された会議には、平和活動団体や政府関係者、そして世界各

地の核被害者たちが集まった。日本政府がオブザーバー参加する姿はなかったが、私自身

は、自分の声で核兵器の非人道性を訴えるという経験を通して、被爆地出身の若者として

のアイデンティティを強く実感することができた〉と書いている。このような若者たちが、

平和を造っていってくれることを、心底期待している。 


